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　　　　　　　　　　　ご案内

(理念)Better Medicine for Better Future in Asia

(沿革)1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。

(現状)アジアの参加国は13力国。会員数は日本200名。アジア各国総数400

　　　名。アジア各地で種々のﾌﾟロジェクト、フォーラム等を実施中。

310-1菅波内科医院（電）0862-84-7676（Fax）0862-84-4576

（参加希望者は本部までご連絡ください）

(国内)

在日外国人医療プロジェクト

　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ

ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。

(海外)

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を

AMDA-Japanの指導下に実施中。

ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にAMDA-JapanとAMDA-Nepalの３力国が国際合同緊急救援

活動を実施中。

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流入しているブータン難民にＡＭＤＡ-Ｎｅｐａ１の指導

下にAMDA-Japan､の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火被災民キャ　ン

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　1991年7月からネパール支部のビヌス村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト

　1988年9月よりインド支部のカルナタカ州でアユルベーダ医学を用いた農

村無料巡回診療を支援。
2゛'識溢E‘'゛a°゛"s'゛:゛昌"‘¨.ss…………淡｀゛･゜゛･゛゛………゛"“a'゛"゛　

　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に

対応できる全支部(13力国)から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）
　　　701-12岡山市楢津310-1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　　　　（Tel）0862一84-7676（Fax）0862-84-7645

　　役員　　代表　　　　　　　菅波茂（菅波内科医院）

　　　　　　副代表　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　　　　　　　　　　　　国井修（国保栗山診療所）

　　　　　　ﾌﾟロジェクト実行委員長　　　中西泉（町谷原病院）

　　　　　　　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）

　　　　　　　　伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）

　　　　　　事務局長　　　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　　　　　　事務局次長　　　津曲兼司（菅波内科医院）

　　　　　　事務局次長補佐　岩永責隆（菅波内科医院）

　　　　　　事務局　　　　　岡崎清子（非常勤）

⌒（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　　　154東京都世田谷区新町2-7←1横尾ビル201

　　　　　（Tel）03-3706-4243､7574（Fax）03-3706-4420

　　役員　　所長　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　　　副所長　　中西泉（町谷原病院）

　　　　　　事務局　　香取美恵子／田中理恵子（常勤）後藤朋子（非常勤）

　　S一匹皿涵……廊゛｀‘゛り姉痙゛s°i　　纏顧膳面識

　　●●･●･●●･･●●●■●●●･●●ゝ.........･.....♂心S....　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、

　　シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

　　パキスタン（近日中参加予定）

　　朧朧朧厠皿^゜^゛‘｀’§Si

　　一眼　………自

　　朧朧馥

　　●･●･●･･●･･●●●●●●●●●●●●●●●･･●･･●●S..●･■●●●
　　　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください．入会金はありません．

　　　　　　正会員１００００円（医師に限る）

　　　　　　準会員５０００円（医師以外の社会人の方）

　　　　　　学生会員３０００円（学生に限ります）

、ただし、会計年度は４月一翌年３月です．入会の月より会報を送付致します．

　　振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」

　　なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

　　替用紙の通信欄に「０００プロジェクトのために」などとご記入ください．

　　゜鎚゛7゛‾“‾゛ii゛’……一回゜………s‾………^i絹縮……゜1皿゛……‾……自“|゛^麗麗攘簾|麗麗朧朧謹

　　z.-.7　-.　　.z　s｡..｀|.･　･硲　　゛　゛･　　※.　゛･.’s。　　9a’z゛M｡’z z･-､g　聡.…:.｡a.B…卿鍔
　　　１）ＡＭＤＡ在日外国人医療プロジェク（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　　　２）ＡＭＤＡネパールヘルスクリニック開設

　　　３）ＡＭＤＡミャンマー難民支援医療プロジェクト

　　　４）ダイジェスト版（上記の３プロジェクト）

　　ご希望のビデオNoと現金を現金書留で下記にお送りください．

　　242神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110小林国際クリニック　小林米幸
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進捗状況について

（派遣）

１）１９９２年３月２６日より４月１０日

２）１,９９２年４月５日より現在に至る

３）１９９２年４月１０日より４月１７日

４）１９９２年４月１０日より４月２４日

５）１９９２年４月１０日より５月１日
６）

７）

８）

９）

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

１９９２年５月８日より６月１２日
１

１

１

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

９９２年５月２３日より６月１３

９９２年６月１０日より７月２０

９９２年７月１０日より７月２４

１９９２年７月８日より８月１０
１

１

１

１

１

１

１

１

１

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

２年７月２７日より８月７

２年７月２７日より８月７

２年７月２９日より８月８
２

２

２

２

２

２

年７月２９日より８月８
年

年

年

年

年

日

日

日

日

日

日

日

日

７月２９日より８月８日
８

８

８

８

月１日より９月２日

月１５日より８月１９日

月２０日より８月２５日

月２１日より８月２８日

Dr.K.M.A.Jamil派遣
馬庭典隆医師派遣

Dr.Nayeem S.A.派遣
津曲兼司医師派遣
野田信一郎医師派遣
長谷川昭一医師派遣
山本秀樹医師派遣

岩永質隆事務局長補佐派遣
大野京子広報次長派遣
藤井美紀子看護婦派遣
友野順章医師派遣
友野順章医師同僚医師派遣
ニノ坂保喜医師派遣
高山浩史氏派遣
平元樹氏派遣
竹本啓一氏派遣
根岸まゆみ氏派遣
山元香代子医師派遣
伊藤通敏医師派遣

（経過）

　４月１０日よりダッカ、チッタゴン及びコクスバザールに事務所開設。
バングラデシュ政府ボランティアビューロ局、保健省及び国連難民高等弁務
官との話し合いにより１３ヵ所の各キャンプごとの難民に対して医療サービ
スと衛生健康教育を実施することになった。ＡＭＤＡ現地医師団との密接な協
力関係のもとすでに２キャンプを完了。

（内容）

具体的な保健医療プロジェクトの内容は下記のごとくである。
　　１）寄生虫駆除ﾌﾟログラム
　　２）衛生保健教育
　　３）一般診療

　　4）MOBILE CLINIC

３
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（総括）
　私達は日本の唯一のＮＧＯとしてミャンマー難民の救援活動に従事している。

寄生虫駆除プログラムは栄養改善及び死亡率の低下に貢献している。衛生保

健教育は現地の風俗習慣宗教に合致した独自に開発した教材で効果を上げて

いる。寄生駆除の前に一般診療を実施。重症者は後方医療帰還に紹介してい

る。一方、バングラデシュ政府医療チームからは私達の有する高度検査機器

が大いに期待されている。MOBILE　CLINI（U難民キャンプ周辺住民に対し

て適宜実施されている。
　難民問題は未だ解決されず、現地の要望も強いので、私達は１９９３年６

月まで当プロジェクトを継続することを決定した。

　　（現地の人々の反響）
　　　日本からのNGOということで現地からは予想を超えて大歓迎されている。
　　チッタゴン医科大学生の当プロジェクト参加もあり、ダッカにある現地医科
⌒大学から共同プロジェクトの提案もきている。難民キャンプにおける政府医

　　療チームとの提携も前向きに考慮中である。
　　　現地医師団の士気も高くニューズレターが発行され現地ＮＧＯに配付されて

　　私達の存在及び活動が注目されている。
　　　１９９３年３月には東京大学医学部留学中のDr.Nayeem他２名の医師がバ
　　ングラデシュに帰国予定。現地体制の強化にもとづくプロジェクトの拡大が

　　期待される。

　　　特筆すべきはフィールドダイレクターであるラザック氏の存在である。
　　ダッカ生まれでチッタゴン大学卒業でDr.Nayeemの実弟である。
　　現地医師団のローテションと日本からの派道者の受け入れにと大車輪の活躍

　　をしている。

〃･

野田信一郎医師とラザック氏
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東京大学国際保健学専攻　竹本啓一先生

１．はじめに

　私はＡＭＤＡより１９９２年８月初めから９月初めまでバングラデッシュに派

遣され、ＡＭＤＡ一バングラデッジュのプロジェクト・コーディ名一ター、ラザ

ック氏をサポートしながらコックスバザール県南方の難民キャンプにて活勤し、

活動継続の諸手続きのために首都グッカ市、およびチックゴン市をも訪れた。現　＿。

在、ＡＭＤＡ－バングラデッシュは政府によるＮＧＯ登録を申講中であるが、キ

ャンプでの活動についてはＮＧＯ省からの特別の許可を受けている。

　さて、この報告では以下の３つの点について述べたい。

　　　１）　難民化の背景　　　　　　　　２）　難民キャンプの保健・衛生状態

　　　３）　キャンプでのＡＭＤＡによる難民救援活動

２．難民化の背景

　ミャンマーからの難民は正式にはロヒンギャー（民族名）と呼ばれる。肢らは

ミャンマーのアラカン地方に住み、アラカンにおいてはマジョリティー（７０％）

だがミャンマー全体から見たときには民族的にも、また宗教的にもマィノリティ

ーである（彼らはイスラム教徒で、アラカン人は仏教徒）。こうしたマィノリテ

ィーの常としてロヒンギャーたちも体制による弾圧に苦しめられ、１９９１年３

月、今回のバングラデッシュヘの難民流出が始まった。今年９月３日付のバング

ラデッシュ・オブザーバ一紙は、バングラデッシュ国内のロヒンギャー難民、数

百人がトランジット・キャンプに移されたと伝えているが、実際の帰還の開始が

いつになるかは、いまだ定かでない。

３．難民キャンプの状況

　　　（１９９２年８月末現在、主にＵＮＨＣＲによる　）

　公式に登録されている難民数は、２６７、７７２人であるが、実際は２５万か

ら２９万人の間と推定される。難民数は８月を通じて、殆ど変化なかった。　キャ

ンプ数は現在１７であり、最も難民数が多いのは、Ｇｈｕｎｄｕｍ１キャンプの

３９、９ｏ７人、最も少ないのは、Ｊｕｍｍａｐａｒａキャンプ（３ １０人）で

ある。ちなみにＡＭＤＡが現在活動しているＨａｌｕｄｉａ､ｐａｌｏｎｇキャン

５
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Civil Surgeonのオフィスにて

左よりラザック氏，平氏，シビルサージョン，高山氏，竹本先生

キャンプに向かうＡＭＤＡのメンバー
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ブは、７、ｺﾞ１０４人であり、これから活動しようとしていろＭ ａ．ｒｉｃｈａ一

Ｐａｌｏｎｇキャンプは１０、８８７人である。以下、キャンブ全休での基本的

な保健状況のインデイケーターを列挙してみる。

井戸

トイレ

栄養状況

庄居

死因

１
・

正確な数は把握していないが、最低４００．（　ポンプ式　）

最低２、５００、設置ざれている。（紙ではなく水を使用）

５歳以下幼児中、１８－２１％が栄養不良と推定される。

難民のうち、７７％（２０５、６９１人）がきちんとした住居

を持っているが、他の難民は本の枝や葉で出来たビニールに覆

われただけの粗末な小屋で雨風をしのいでいろ。

５歳以下幼児の死亡原因の割合は次の通りである

急性呼吸器疾患：４ ６．

飲病

マラリア
・
参

６
　
３

７％，　下痢症：　１０．

７％，　肝炎　：　　３，

３％，　その他：　３ ０．

・
９

Ｏ％、

３％、

０％

　死亡率　　：　　５歳以下幼児死亡率　　　０．７０／ＩＯ、ＯＯＯ／日

　　　　　　　　全人口に対する粗死亡率　０．３６／ＩＯ、ＯＯＯ／日

４．ＡＭＤＡの活動

　ＡＭＤＡ－バングラデッシュは現在、プロジェクト・コーディネーター　１人、

医師　１人、ヘルスワーカー　３人の　計５人のバングラデッシュ人スタッフに

より構成され、日本人医師は短期的、補助的に参加していろのが現状である。こ

れは　ｓｅｌｆ一ｒｅｌｉａｎｃｅ　の観点からは高く評価できることだと思わ

れる。即ち、日本側からの援助は基本的には資金のみであり、プロジェクトの実

行は現地スタッフに完全に任されている。またその資金の収支報告も明瞭であり、－

きちんと日本の本部に対して行われている。一方、日本の緊急救援体制という観

点から見た時、欧米との差は大きい。例えば、ＭＳＦフランスのＭｅｄｉｃａ１

０ｆｆｉｃｅｒは１年間滞在すると言っていた。緊急救援と言えども、これ位の

期間は間われるように、日本政府のＪＭＴＤＲ等との協力が必要だろう。

　　さて、現在のプロジェクトは、衛生教育と寄生虫駆虫を中心としてけわれて

おり、特に衛生教育は下痢症対策には欠かせないものと思われる。衛生教育の実

施でポィンlヽとされているのは次の３つである。

　１）　井戸水を使用すること　　　２）　設置されたトイレを使用すること

７
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難民たちの小屋

難民の子供達の表情さまざま
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　３）　トイレ使用後と食事前、必ず手を洗うこと

衛生教育はポスターとビラを用いて行われ、子供たちが理解したかどうか、クイ

ズ形式で正解したら景品を与えるといった試みも行われている。これからすぺき

ことは衛生教育の結果、難民たちの衛生行動に本当に変化が起きたかを調査し、

衛生教育にフィードバックしていくことであろう。具体的には、井戸水、トイレ

かおるところでは実際どれ位使われているのか、手洗いの習慣はどれ位定着して

いるのか、といったことである。こうしたことの調査のためには、他のＮＧＯと

のある程度の協力も必要となってくるであろう。

　もうひとつのプロジェクトである寄生虫駆虫に関して。現在活動を行っている

Ｈａｌｕｄｉａｐａｌｏｎ＆キャンプでは、∠１、７２６人の難民に対して駆虫が

行われた。駆虫は現在、基本的に難民全員に対して行われているが、もう少し注

意深い　ｔａｒ８ｅｔ　ｐｏｐｕｌｕａｔｉｏｎ　の絞り方が必要だと思われる。

第一に、ｍａｓｓ　ｃｈｅｍｏｔｈｅｒａｐｙ　が正当化され得ろだけの充分な

数の寄生虫感染者がいるかどうかを定期的に調査することが必要ではないか。　第

二に、妊婦や幼児に対する駆虫薬投与はあまり適当とは言えない（特に妊婦の場

合、胎児に対する催奇性の問題がある）。この点を充分考慮の上、実施していく

必要があろと思われる。

５．ＡＭＤＡ活動への提案

　以上を踏まえ、日本の大学の公衆衛生学・国際保健学のコースの一環として、

難民キャンプでの次の二つの活動を提案したい。

　１）　衛生教育前と後の難民の衛生行動の変化の調査、そしてそれをもとにし

　　　　た衛生教育の改善。

　２）　難民の寄生虫感染状況の調査、それに基づいた駆虫のターゲットにすべ

　　　　き　ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ　の特定、駆虫実施後の定期的な感染状況の

　　　　調査。

　これだけのことをそれぞれのキャンプ毎にやるのは大変なことだと思われる。

そこでプロジェクトを全てのキャンプには拡大せずに、一つのキャンプに腰をす

えてやっていくというのはどうであろうか。その方がバングラデッシュのスタッ

フの経験を深めることが出来、そして学生のフィールドとしても充実したものと

なるのではないだろうか。
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駆虫反び衛生教育の現場
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ミャンマー難民キャンプを訪ねて

　この夏私は、インド旅行の帰途短期間ではありましたが、ミャンマー難民キャンプを訪問す

る機会に恵まれました。ダッカからコクスバザール往復、ダッカからカルカッタヘ戻る飛行機

の切符は簡単に取れたのですが、カルカッタからダッカ行きは半月前からキャンセルまちで、

出発当日も99Z駄目と言われました。空港カウンターでは、”We have no seats.”を連発され

ましたが、私としてはどうしても行きたかったし、進退極まってその場で立ち尽くすこと５分

。。。すると係員が、”You can go.Smile！ Smile!”と言うのです。こうして私は、８月１３

日午前２時ダッカ空港着。JOCVダッカ駐在員の荒木氏に出迎えて頂き、同日コクスバザール

ヘ行くことができました。

　津曲先生が急減手配してくださったお陰で、コクスバザール空港にもAMDA BANGLAの方が出

迎えてくださり、私はやっとホテルに落ち着くことができました。気候、風土、文化、食物と

どれをとってもアジアが好きな私のフィーリングにはぴったりで、時間のゆったリ流れるコク

スバザールでの生活は、私の波長とも合っていて、快いものでした。

　一般的に、マスコミ関係者は、難民の悲惨な面のみを強調して、悲劇的に報道しがちだと私

は思います。でも実際、ヌルラさんやショウミトロさん連の診療に同行させて頂いてキャンプ

ヘ行った時、私はキャンプの人たちが明るく生活しているのを見て、とても強い印象を受けま

した。救いのない暗い表情がないのは、きっと皆家族や同胞と一緒で、誰もが同じ境遇にいる

という安心感と、連帯意識があるからだと思いました。

　私の出会った人たちは皆とても穏やかでした。特に子供達は、無邪気で可愛らしく、薬や空

缶等手に入るものは何でもおもちゃに変えて遊びます。同じアジアの国からやってきた一人の

人間として、私は彼らをとてもいとおしく思いました。

　私がしみじみと感じたことの一つは、やはり女性の社会的地位の向上の必要性と、教育の大

切さです。例えば、駆虫剤を手渡す時、まず子供達がワー｡と押し寄せてきて、それから潮が

引くように散らばると、大人の男性が集まってきます。女性達はベールに顔を隠しながらも、

控えめに物陰からジッとこちらを見つめており、ほぼ男性の番が終るとおずおずと出てくるの

です。宗教や生活習慣の違いもあると思いますが、それでも、子供を産み、育てていく若い母

心

親達が、正しい保健衛生の知識をもって自分達の子供をきちんと教育できる生活、明るく積極　－

的に活動できる社会が、一日も早く来ることを、私は願ってやみません。

　AMDAの皆さんの地味で地道な活動をじかに見せていただき、私は深く感動しています。お陰

でとても良い体験ができました。看護学生として、今の私には何が出来るか何をなすべきかが

少しわかったような気がしています。お世話になった方達に、心から感謝しています。

　私達皆が、平和に生活出来る日々が来ることを願うとともに、ＡＭＤＡの皆様の今後のます

ますのご健闘とご活躍を心からお祈りしています。

１１

　　愛と感謝を込めて、

前橋赤十字看護学生　ＡＮＳＡ会員

AMDA/JAPAN NEWSLETTER OCTOBER １９９２
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キャンプ内でベンガル女性の服装　　　　　　　　　シビルサージョンと

の根岸氏

イスラム社会では女性には女性が駆虫剤を渡すのがベスト
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進捗状況

（派遣）

１）１９９２年２月２７日より３月６日

２）１９９２年４月１９日より５月３日

３）１９９２年７月４日より現在に至る

４）

５）

６）

１９９２年９月３日より９月１８日

１９９２年９月２０日より現在に至る

１９９２年９月２８日より現在に至る

桑山紀彦医師事前調査派遣

国井修医師事前調査派遣

熊沢ゆり氏を7ｨｰﾙﾄﾞｸﾞｲﾚｸｸｰと

して派遣

桑山紀彦医師派遣

高橋央医師派遣

Dr.William N. Grut派遣

（経過）
７月４日より予定ﾌﾟロジェクト具体的準備開始。
９月１日よりプノンペン市内にＡＭＤＡカンボジア事務所開設。
国連高等難民弁務官、カンボジア政府保健省などとの話し合いにより、従来

予定していたバッタンボン市近辺の帰還難民レセプションセンターを中心に
したプロジェクトから、コンポンスプー県プロムスノッチ郡郡病院を基幹と
した帰還難民、国内避難民及び定往者の包括的保健医療プロジェクトを実施
することになった。

（内容）

　具体的な保健医療ﾌﾟロジェクトの内容は下記のごとくである。
１）郡病院の整備と外来／入院治療の開始。（緊急医療を含む）

２）熱帯医学専門外来の設置開設。

３）医療従事者の熱帯医学／プライマリケアー専門教育。

４）地域住民の衛生／健康教育。

５）母子保健の実施。

６）伝統医学トレーニングセンターの開設運営。

7）MOBILE　CLINIC
8）ワクチン接種

９）帰還難民には特に健康診断と社会／精神的モニタリングを開始。

（総括）
　この地域は一部はまだポルポト支配地域であり多くの地雷敷設があり、い
まだに地雷に触れて足をとばす事故が続いている。
　マラリア多発地域であり多くの重症患者がみられる。熱帯医学専門家の必
要とされる。高橋央医師及びDr.William N. Gr4tにロンドン大学熱帯医学校修
士課程卒業の専門家である。
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　現在のカンボジアでは医療従事者が圧倒的に少なくその養成は緊急を要す
る。当プロジェクトにおいても養成プログラムの充実を期したい。

　国連難民高等弁務官とは帰還難民の健康診断と社会／精神的モニタリング
で密接な連携にある。

　現在カンボジア政府保健省とのプロトコール契約も最終段階を迎えている

県病院、カンボジア赤十字及び郡役所との協力関係も良好である。

　この地域の住民にとって保健医療に加えて職と食物プロジェクトが必須で

ある。このことについてはＡＭＤＡ独自のプロジェクトを実施するか他のＮＧＯ

と連携するか。いずれにしても早急に実施する必要があると考える。

（現地の人々の反響）

　ﾌﾟノムスノッチ郡の医療関係者は私達のサポートを全面的に受け入れた協
力関係にはいっている。

　国連難民高等弁務官は私達がこの地域をえらんだことに大いに共鳴してい

る。帰還難民に対するプログラムに対しては特別支援を組んでくれる可能性
が大きくなっている。

　現地の人達が自立できる保健医療プロジェクトを実施していくことが最良
であり現地からも歓迎されると確信している。

　特筆すべきはフィールドダイレクターである熊沢ゆり氏の存在である。

JVC所属して２年間タイでのフィールドに従事した貴重な経験は当プロジェ
クト推進に大きく貢献している。

ａ

一見平和なプノム・スロッチ郡病院

AMDA/JAPAN NEWSLETTER OCTOBER



菅波茂先生

　１０月８日より１１日まで岡山国際協力機構の人達と訪タイしました。東

北タイ農村開発支援のための農業及び医療プロジェクトを検討してきました。

１９９２年（平成４年）ｌｏ月２１日（水曜日）　　　地域（日ｔ闇雲
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た
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
菅
波
茂
代
表
、

　
岡
山
市
高
松
農
協
の
藤
井
虎

に
．
よ
宍
．
図
‥
‥
ぷ
※
‥
※
回
一
※
旧
臣

雄
組
合
長
ら
は
今
回
、
こ
れ

か
ら
の
支
援
の
た
め
に
も
、

約
一
む
。
約
百
世
帯
が
生
活

し
て
お
り
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏

変
わ
ら
ぬ
農
業
思
う
気
持
ち

真
の
国
際
協
力
感
じ
る

　
‐
１
ま
ず
現
地
を
見
よ
う
」
と

訪
問
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
訪
ね
た
の
は
、
首
都
バ
ン

コ
ク
郊
外
の
ナ
マ
ー
ン
・
パ

ト
ム
に
あ
る
農
業
共
同
体
。

チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
が
信
仰
す
る

タ
イ
仏
教
の
一
派
「
サ
ン
テ

ィ
・
ア
ソ
ー
」
の
僧
、
信
者

で
作
る
「
パ
ト
ム
・
ア
ソ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
村
で
、

面
積
は

の
家
も
あ
る
。
家
と
い
っ
て
　
ラ
ッ
ク
さ
ん
の
手
料
理
を
ご
　
と
食
べ
て
い
る
。
量
は
人
の

も
、
「
手
の
幅
で
十
二
×
七
　
ち
そ
う
に
な
る
。
み
ん
な
で
　
二
倍
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
一

の
大
き
さ
（
長
さ
約
三
べ
　
会
食
す
る
時
は
、
い
つ
も
仲
　
日
一
食
の
源
は
こ
の
里
な
の

幅
約
二
μ
）
。
で
も
、
妻
と
　
間
が
手
伝
う
。
マ
ッ
シ
ュ
ル
　
だ
ろ
う
。
我
々
も
負
け
ず
に

二
人
で
住
む
の
に
は
十
分
で
　
ー
ム
や
大
豆
を
油
で
揚
げ
た
　
「
お
か
お
り
」
を
し
た
。

す
よ
」
と
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
　
も
の
、
き
の
こ
類
が
入
っ
た
　
　
村
の
中
を
案
内
し
て
も
ら

は
笑
っ
て
説
明
し
た
。
週
末
　
ピ
ラ
フ
な
ど
。
殺
生
し
な
い
　
っ
た
。
小
川
が
あ
り
、
水
車

に
は
必
ず
こ
ち
ら
に
来
て
生
　
と
い
う
戒
律
を
守
る
た
め
、
が
回
る
。
フ
ル
ー
ツ
の
王
国
、

活
す
る
の
だ
そ
う
だ
。
　
　
日
本
で
い
う
［
梢
進
料
理
］
　
タ
イ
だ
け
あ
っ
て
、
果
物
も

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
の
妻
シ
リ
　
だ
。
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
黙
々
　
苔
斟
だ
。
1
1
1
両
で
は
、
大
規

で
破
産
し
た
義
民
が
バ
ン
コ

ク
の
ス
ラ
ム
に
流
れ
込
ん
で

来
る
」
と
話
し
て
い
た
。
藤

井
組
会
長
は
言
う
。
「
農
業

を
金
も
う
け
の
手
段
だ
と
考

え
る
と
、
肉
体
的
に
も
つ
ら

い
し
、
こ
れ
ほ
ど
つ
ま
ら
な

い
も
の
は
な
い
。
け
れ
ど
、

農
業
は
医
者
と
一
緒
。
人
間

の
生
命
の
元
と
な
る
食
べ
物

を
守
り
育
て
て
い
る
。
そ
う
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待
を
込
め
る
。

　
村
の
中
で
す
れ
違
う
人
た

ち
は
、
胸
の
前
で
手
を
合
わ

せ
「
サ
ワ
デ
ィ
ー
・
力
Ｉ
（
こ

ん
に
ち
は
）
」
と
あ
い
さ
つ

し
て
く
れ
る
。
国
際
協
力
と

い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
地

に
し
っ
か
り
と
足
を
つ
け
た

人
た
ち
の
間
で
こ
そ
、
ほ
ん

と
う
に
成
り
立
つ
の
だ
。
そ

ん
な
思
い
を
強
く
し
た
。
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藤
井
虎
雄
・
岡
山
市
高
松

農
協
組
合
長
が
チ
ャ
ム
ロ
ン

氏
に
尋
ね
た
。
「
農
業
の
若

い
後
継
者
が
日
本
に
は
い
な

い
。
タ
イ
で
も
同
じ
で
は
な

い
か
。
チ
ャ
ム
ロ
ン
さ
ん
は
、

後
継
者
の
問
題
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
」
。
チ
ャ
ム
ロ

ン
氏
は
「
私
は
農
業
は
す
ば

ら
し
い
職
業
だ
と
思
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
全
国
を
回
っ

て
若
い
人
た
ち
に
こ
の
こ
と

を
訴
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。

そ
し
て
「
日
本
の
後
継
者
が

い
な
い
の
は
い
い
こ
と
。
農

作
物
を
タ
イ
か
ら
買
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
笑
い

を
誘
っ
た
。

　
バ
ン
コ
ク
市
内
に
あ
る
チ

ャ
ム
ロ
ン
氏
の
事
務
所
で
の

懇
談
の
中
で
の
会
話
。
聞
き

[>下く]

ロ
ン
氏
の
言
葉
は
と
ん
で
も

な
い
も
の
に
も
思
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
言
葉
で
お
互
い

に
笑
え
る
の
は
、
心
の
底
で

通
じ
合
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
ナ
コ
ー
ン
・
パ
ト
ム
の
農

に
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
窓
を

開
け
て
何
か
語
り
か
け
た
。

女
の
子
は
に
っ
こ
り
。
そ
し

て
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
手
に

持
っ
て
い
た
果
物
を
彼
女
に

差
し
出
し
た
。
あ
と
で
聞
け

私
は
も
う
五
十
七
歳
。
タ
イ

の
平
均
寿
命
は
六
十
年
だ
か

に
は
す
で
に
丁
六
む
も
あ

る
敷
地
を
確
保
し
、
農
業
指

本
物
の
交
流
と
は

集
村
か
ら
バ
ン
コ
ク
市
内
ま

で
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
も
一
緒

に
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
込
ん

だ
。
約
一
時
間
、
市
内
に
入

り
、
悪
名
高
い
大
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
て
う
ん
ざ
り
し
だ

し
た
こ
ろ
、
歩
道
で
清
掃
作

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
チ
ャ
ム
　
業
を
し
て
い
た
若
い
女
の
子
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むり

心
教
、
文
化
の
理
解
が
基
本

ば
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
バ
ン

コ
ク
知
事
時
代
、
街
に
出
て

作
業
員
と
と
も
に
毎
朝
、
街

頭
を
清
掃
し
て
い
た
と
い

う
。
　
　
「
タ
イ
が
ほ
ん
と
う
に
い

い
国
に
な
る
に
は
、
ま
だ
あ

ら
、
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
ま

り
な
い
Ｊ
一
こ
れ
か
ら
は
、
タ

イ
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
り
Ｉ

ド
し
て
い
く
指
導
者
を
育
て

て
い
き
た
い
」
と
、
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
は
話
す
。
今
回
は
時

間
の
都
合
で
見
学
で
き
な
か

導
者
学
校
設
立
に
向
け
、
計

画
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と

い
う
。

　
岡
山
国
際
協
力
機
構
は
す

で
に
、
「
東
北
タ
イ
農
村
基

金
」
を
発
足
さ
せ
、
募
金
も

徐
々
に
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

本
立
て
で
、
農
業
で
は
チ
ャ
　
い
と
思
っ
て
き
た
が
、
相
手

ム
ロ
ン
氏
の
農
業
指
導
者
学
　
の
国
を
理
解
す
る
と
い
う
こ

校
の
支
援
や
有
機
農
法
研
修
　
と
は
、
宗
教
や
伝
統
文
化
を

生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
健
康
　
ま
ず
根
本
に
し
な
け
れ
ば
な

で
は
、
医
師
、
看
護
婦
、
保
　
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
切

健
婦
な
ど
医
療
従
事
者
の
研
　
に
感
じ
た
。
言
葉
が
で
き
る

修
受
け
入
れ
な
ど
を
予
定
し
　
と
か
、
そ
ん
な
表
面
的
な
こ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
と
で
は
、
本
物
に
は
な
ら
な

　
こ
れ
ま
で
、
ア
ジ
ア
で
の
　
い
」
と
。

難
民
救
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
　
　
海
外
へ
渡
航
す
る
人
は
多

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
　
い
。
県
内
で
生
活
す
る
外
国

き
た
ア
ジ
ア
医
師
達
略
協
議
　
人
も
、
年
々
増
え
て
い
る
。

会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
茸
波
茂
　
こ
れ
か
ら
が
真
の
意
味
で
の

代
表
は
言
う
。
「
今
回
の
訪
　
国
際
協
力
が
問
わ
れ
る
時

間
で
、
新
た
に
発
見
し
た
こ
　
だ
。
「
岡
山
か
ら
世
界
へ
」

と
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
国
　
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
発
足

際
協
力
は
し
っ
か
り
し
た
相
　
し
た
岡
山
国
際
協
力
機
構
に

互
理
解
が
な
い
と
成
立
し
な
　
か
か
る
期
待
は
大
き
い
。

バンコク市内にあるチャム

ロン氏の自宅を見学する岡

山国際協力機構のメンバー
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と
二
十
年
か
か
る
と
思
う
．
　
っ
た
が
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カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
　
目
的
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国際緊急救援ＮＧＯ合同委員会
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　男吏護潔儒題曇厠叢朧

目㈲自動脂贈呈

叢脂

　　　　　　　　アジア医師連絡協議会　藤井美紀子氏

　皆様お元気ですか？　ここ首都アディスアベバは

、

雨期も明けた快適な

カラリとした太陽と空気の毎日です

。

アフリカのこのカラリとした明るさ

は人々の雰囲気にも共通しているものでとても魅力的です

。

私もアフリカ

に魅せられた１人にな
ってしまったようです

。

先日仕事の場所

、

ティグレイ州都

、

メケレにウーメンズアソシエイション

の人々と話をしに行って来ました

。

彼女等は

、

事務所を構えたばかりでま

だ必要物品をそろえることのほうに苦心していると言っておられました

　私とコーディネイターの藤原氏は今日ＪＪＮ空の連絡を受け取るためと

メケレでの感触を伝えるためにアディスに戻って来ていますが

、

２～３日

中にはまたメケレに戻ります

。

詳しい話し合いやこれからの段取りはそれ

からです

。

彼女らにお会いして私が感じたことはエチオピアの魂とも言う

べきなのでしょうか

、

自然に身にそなわっている自立心です

。

そんなにま

だ深くは話し合ってはいませんが彼女達の雰囲気から察するに

、

こちらの

出来ることは日本のノウハウをそのまま押しつけたりすることではなく

、

むしろ「日本の場合はこのようにしている
・・・そしてその効果と問題点

等」を対等な立場で提示し

、

エチオピアではいまどうなのか

、

またどうし

ようとしているのかお互いに何か勉強できるように交換し合うことではな

いかと思いました

。

またそれこそが

、

私の真に望むことです

。

出来ればエ

チオピアの伝統医学について知りたいと思っているのですが

、

残念なこと

に西洋医学一辺倒になっていること

、

また内戦が１７年間も続いてやっと

昨年平和が戻り今から国の潜在能力を引き出そうとしているところなので

あまり多くの「エチオピアン　メディスン」を知ることは今回は無理かも

しれません

。

しかし

、

女性どうしの細やかな心の交流をベースにお互いの

文化の交流をして

、

医療に限らずお互いが良い刺激を受けるようにしたい

。

と思っています

。

　今回はコーディネーターの藤原氏のおすすめもあり「ゆかた」（普通の

着物は

、

帯を結ぶのが難しいので）を持参し

、

「生け花」を披露しようと

予定しています（楽しんでもらえると嬉しいのですが
・一一

）

そう

、

楽しく素晴らしい友人関係を結んでゆきたいI

。

そう願ってエチオピ

アに来たわけです

。

エチオピアといえば「飢餓」や「内戦」というイメー

ジばかりが根づいていますが今の実際のエチオピアはそうではありません

。

もちろんまだまだ食糧の援助などサポートは必要ですが

、

古い国エチオピ

アの気高さと

、

前向きな姿勢がこちらにも良い刺激となって伝わってきて

「援助関係」などというのではなく「友人関係」として接し合いたいと思

わずにはいられません

。

　それと幸いなことに

、

エチオピア通貨のレートが下がったので今回は予

定の量より２倍の食糧援助が可能になったそうです

。

コーディネーター氏

が喜んでおられます

。

今年の収穫もあまりかんばしくはなかったとの話し

なのでよりお役に立てそうです

。

ささやかですがエチオピアと日本の小さ

な友好のかけ橋になって帰ってこれたら
・・・と

、

そう願っています

。

　では

、

お元気で　皆様のご健勝をお祈りしています

。
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　　　　　　　　　　ＲＥＳＥＡＲＣＨ＆ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ

　ＡＭＤＡでは毎年2回、春にはネパール、夏にはインドのフィールドスタディを開催して

いる。これは、日本の国際保健医療分野での人材開発とアジアにおける人的交流の二本

を柱として、若者向けに企画しているものである。

　国際保健医療に興味があるがどのように学んだらよいか、という質問を医学生・看護

学生からよく尋ねられる。人には考えてから行動するタイプと行動してから考えるタイ

プとがあるが、考えることはいつでも出来るので若いうちは世界中を駆け回り、何でも

体験してはどうかと応えていた。 ＡＭＤＡ代表のＳ氏も現在は紳士で落ち着いた風貌を呈し

て国際協力論を唱えているが、学生時代には陸路で香港からクウェートまでリュック一

つで往復したり、どこぞとわからぬ農村に第何次調査隊などと名前をつけては授業そっ

ちのけで飛び出していたようである。机上で国際保健を語っても、保健医療が社会に根

ざし、社会が日本の価値判断で推し量れるものでない以上、所詮総論で終ってしまう。

これからの日本の国際貢献を担う世代として、国境を越えた自由な価値観と世界観をも

つための経験を積まなくてはならないと思う。

　金銭的・時間的に自由に海外に飛び立てる時代となった。しかし、単なる観光旅行と

して、”楽しかっだだけで終るものも少なくない。また、極端にはパックツアーのご

とく、すべてが御膳立てされて日本語だけを話し、添乗員の言われたままに勣くような

旅行も多い。これではアジアのアも知ることは出来ない。しかし、自分一人で世界中ど

こでもまわれ、各国の医療事情をつぶさに見てとれる交渉力、実行力のあるものも限ら
れている。

　　　このような国際医療初心者に、フィールドを提供し学ぶ機会を与えることも、我々

　ＡＭＤＡの使命である。特に、アジアに有能なカウンターパートと実践的なフィールドを持
　つので、是非とも利用して頂きたい。

　　　この夏のインドフィールドについて遅ればせながら報告致したい。

　　　期日はは8月１日から14日の2週間、場所は南インドのムードウビドレ村で、北は横浜市

　立大から南は琉球大の医学生・看護学生５名であった。ボンペイから1000km離れたアラ

　ビア海に面したこの村には、ＡＭＤＡインド支部の会員で、農村巡回診療や伝統医学の実践、

　その他の諸活動を積極的に行っているDr.Mohan Alvaが約70床の病院の院長として、受け

一入れの責任者となっている。彼は、インド医学と西洋医学を兼ねた病院、インド伝統医

　学の製薬所、スポーツ専門学校、胡淑・祁子などのプランテーションを経営する、土地

　の名士であるが、ビジネスより社会奉仕・人的交流に関心をもっているため、日本から
　の学生受入れに積極的である。

　　　フィールドスタディの内容は、できるだ｡け体を動かし、専門的過ぎず、インドの文化

　や生活を肌で感じることのできるものをめざしている。そのため、この2週間である程度

　マスターできるような、ヨガ、インド舞踊などの実習とその披露会を組み込んだ。アユ

　ルベーダと呼ばれるインド伝統医学やその薬の製薬所の見学、インドの学生との交流、

　工場、プランテーション、寺院の見学など、2週間ではやや消化しきれない盛りだくさん

　の内容であった。まだまだ到らない部分があるとは思うが、今後も持続していきたいプ
　ロジェクトである。

　　　お問い合わせは下記まで。

〒321-27　栃木県塩谷郡栗山村大字日蔭575　国井　修
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第7回国際保健医療学会総会報告

栃木県栗山村国保診療所

　　　　　　国井　　修

　平成4年9月18日（金）～20日（日）の3日間、長野県松本市で第7回国際保健医療学会総会が

開催された。参加した方も多いと思うが、大変意義あるものであったので報告したい。

かなり主観的な記載も多いがご容赦願いたい。

　まず、この学会の経緯を述べてみたい。

私が学生の頃、この学会はまだ誕生していなかった。細々と海外活動をしていたＮＧＯの

医療従事者たち、JMTDR（国際緊急援助隊）がJMTと呼ばれていた頃活躍した医師たち、

そして日本の国際貢献を感じ始めた大学人などが、日本の国際医療協力について情報を

交換する目的で集ったのが始まりである。学会設立前は、名称も「国際医療協カサロン」－

と気軽に話せる場を目指したようだが、若者はほとんど見あたらず、新宿の高層ビルで

年配の肩書ある医師が顔を並べるその会は、当時学生だった私にとっては緊張と退屈の

入り交じったものあった。「インドの伝統医学教育」と題して、私も学生の分際で発表

させて頂いたが、病院長・大学教授の前で足と口がすくんでいたのを覚えている。

　試行錯誤で学会が歩き始めてﾌ年がたった。自分も医師として少しは成長したせいか、

この学会を傍観者としてではなく、主体的な参加者として捉えられるようになったよう

に思う。年々参加者は増え、今年は外国から約50名、国内から約600名が集った。特に若

年層の参加が目立ち、9月19日（土）の懇親会の後に、若者のための2次会を企画したと

ころ、先着20名で予定したものが50名を越える勢いで、狭い会場であったこともあり店

から溢れて路上で飲むほどであった。一方、学会を創設したころの年配の先生方はあま

り前面には出ず、白熱した議論を片隅で静かに見守っていた。国際保健も世代交替の時

期なのであろうか。

　今回の学会長は信州大医学部公衆衛生学教授である九地信弘先生であった。先生は、

現在アジア10カ国以上から200名以上の医学生を集わせるアジア医学生国際会議の開催の

きっかけを作って下さった先生で、ＡＭＳＡ（アジア医学生連絡協議会）の産みの親の一人

でもある。学生のみならず、社会一般の啓蒙・教育に力を注いでいらっしゃる先生だけ

あり、幾つもの公開企画を設け地域住民にも開かれた学会となった。

　今回の学会の特徴は、何と言っても内容が多彩であったことである。

”国際”の意味を広義に捉え、東西問題の終結に向かう現代にタイムリーな話題「東欧

との国際協力の現状と将来」がパネルディスカッションに登場した。一般市民も自由参

加できる公開企画には、「国際交流の中での漢方医学の役割」と題して気功療法の講義

と実演、「チェルノブイリｎｏｗ」と題して地球環境問題のシンポジウムが行われ、最

終日には「市民生活と地域の国際化－われら信州宇宙人－」というサテライト企画が開

かれた。また、国内活動を国際活動と結び忖けた内容としては、日本の地域医療を国際

的に討議したパネルディスカッション「プライマリ・ヘルスケア（PHC）/健康増進と国際

協力の将来」と、口演およびパネルディスカッションとして国内の国際化をテーマに話

し合った「在日外国人の医療」であった。
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　多彩なのは内容のみならず参加者層も大いに多様化し、口演発表では「歯科保健」、

ワークショップでは「途上国における食の変容と健康」、自由集会では「これからの国

際保健医療協力に”医者”はいらない！？-”コ・メディカル”っていったい何さ？」な

どさまざま立場からの発表・発言があり、大変興味深いものが多かった。どの分野でも

真剣に取り組んでいる人々がおり、これからの国際協力は専門性と統合が重要なポイン

トになると感じた。

　ＡＭＤＡ及びＡＭＤＡ関連の報告には、「ＡＭＤＡミャンマー難民緊急医療プロジェクト（第

一報）」（発表者：津曲兼司）、「バングラデシュ東部被災民に対する日本の緊急医療

援助についてのcounterreport」（スマナ・バルア）、「ネパールにおけるプライマリ・ケ

ア推進のための農村調査」（国井修）、「岩手県の外国人医療に関する実態調査」（岩

井くに）、「山形県における外国人花嫁を中心とした精神衛生について」（桑山紀彦）、

　「地域医療としての外国人医療」（小林米幸）、「ＡＭＤＡ国際医療情報センター1年の歩

み」（香取美恵子）その他があり、ワークショップＩの「国際協力に参加してみよう」

には中村安秀先生と私が、パネルディスカッションIIIr在日外国人医療と国内問題」に

は小林米幸先生が企画・運営を行った。

　このように充実した意義ある学会であったが、あまりに内容が豊富すぎて聞きたい発

表が別会場で同時平行だった、と残念がる声も聞かれた。会が大きくなると口演はいく

つかの会場で横並びになるのは致し方ないが、今回の学会では大変興味深いワークショ

ップが6つも同時平行しており、確かに選択が困難であった。

　また、学会の多様性は、ある意味で今後の方向性・焦点を決めにくいという欠点もあ

ると思う。サロンとして情報を交換するというレベルなら良いのだが、もっと積極的な

意味で日本の国際保健医療協力を担おうとするならば今のレベルでは不十分である。つ

まり、各論的な活動内容は情報としては意義あるものだが、普遍的なものとして演鐸で

きるものではあまりない。現在の活動や研究がいかなる意味を持ち、他の活動につなが

るものになるのか、次世代につなげるものになるのか、十分に評価・考察した発表は自

分自身のものを含め皆無に等しい。日本の国際保健医療協力の歴史は浅く、人材も研究

も少ないためまだ時期尚早であるとの考えもある。しかし、学会も来年8年目を迎えよう

とし、そろそろサロンの域を脱して学会と呼ぶにふさわしいものになって欲しいもので

ある。それは、学会準備委員会がどんなに努力しても達成するものでなく、日頃の活動・

研究がレペルアップしなくてはならない。具体的には、no service､ no surveyの原則で活動

と研究が一体化することであると考えている。大学人は積極的にヘルスリサーチの方法

論を教え、ＮＧＯはフィールドを開放して外部からの評価・指導を仰ぎ、ＧＯはDACの提唱

する「参加型の協力」を国内でもＮＧＯ・研究者に広げていく。このような、国際保健医

療の多様性を包括的・普遍的に展開していく努力が今後重要であると思う。

　以上、かなり私見を含めて学会の報告をしたが、全体的には熱気と興奮で渦を巻いた

３日間であった。九地先生・藤田先生を初め、学会事務局の皆様の並ならぬ努力にここ

ろから敬意を表したい。
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ΛＭＤＡ困際医療情報センター便り

　　154東京都世田谷区新町２－７－１　横尾ビル２０１

　　面103(3706)4243､03(3706)7574、FAX 03(3706)4420

センター電話相談（1992年4月1目～1992年9月30日）

|..外国人からの相談件数

　　　　　　　　　1月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月　　　　計

　　　件　数　　　103　　　95　　　119　　　’目0　　　104　　　113　　　644

2.外国人相諜者国籍別統計　（９月相談のあった国名のみ列挙））

国名

アメリカ

中国

｀ノィリビン

９月件数

カナダ
ブラジル

ペルー

トストラリア

イギリス

８
８
６
６
５
｛
ｂ
２
（
ｕ
Ｊ

３

バングラデシュ　６

㎜㎜㎜■■･■■　　　　　　■■㎜･■■㎜･㎜㎜㎜

累計

一一一一一一

　468

　187

　110

　　94

　　83

　　80

　　70

　　62

　　51

㎜㎜㎜■■■■㎜■J

パキスタン

日本

韓国

タイ

ドイツ

イラン

アイルランド

ニューシ｀'-ﾗﾝﾄﾞ

イスラエル

ｌ
ｎ
乙
ｔ
ｌ
ｌ
Ｃ
Ｘ
Ｄ
‐
‐
Ｑ
７
Ｉ
Ｉ

　47

　33

　26

　21

　17

　□

　16

　13

　12

一一

開設日からの累計

　　１７４８

アルゼンチン

シンガボール
パナマ

インドネシア
リペリア
オマーン

ジヤマイカ
不明

合計　　　　11

１

１

１

２

１

１２

Ｏ
ｒ
ｈ
り
り
Ｊ
ｎ
乙

１

Ｉ
１
７

３

-

３．地域別内訳　(９月相談件数、開設時からの累計)

　東アジア　　　中国(8､187)日本(2､33)韓国(1､26)

　□1、246、14.1X)

　東南ｱｼﾞｱ　　ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(6､110)台湾(0､22)ﾀｲ(1､11)ﾏﾚｰｼｱ(0､S)ｼﾝFr-j1(1､10)

　(10、177、10.1X)ﾐﾔﾝﾏ一(0､10)香港(0､3)ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ(2､3)ﾍﾞﾄﾅﾑ(0､2)

　南アジア　　　パｷｽﾀﾝ(1.､47)ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ゛ｼｭ(6､51)ｽﾘﾗﾝｶ(O､34)ｲﾝﾄﾞ(0､14)ﾈﾊﾟ-j1(0､9)
　(7、j56、8.9S)　ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(0､1)

　北米　　　　　ｱ刈ｶ(38､468)ｶﾅﾀﾞ(6､94)

　(44、562、32.2X)

　西欧　　　　　ｲｷﾞﾘﾇ(9､62)ﾌﾗﾝｽ(0､17)ﾄﾞｲﾂ(2､17)ｽﾍﾟｲﾝ(0､8)ｱｲﾙﾗﾝﾄ刎3､16)‘＝｀

　(14、146、8.4X)ｲﾀﾘｱ(0､5)ｵﾗﾝr(0､4)　ｽｲｽ〔0､4〕　ﾇｳI-ﾃﾞ｀ﾝ(0､3)　ﾉﾙｳｪｰ(0､1)

西欧　　　　　ｲｷﾞﾘﾇ(9､62)ﾌﾗﾝｽ(0､17)ﾄﾞｲﾂ(2､17)ｽﾍﾟｲﾝ(0､8)ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ(3

(DI、146、8.4X)ｲﾀﾘｱ(0､5)ｵﾗﾝﾀ'({}､4)μ刹0､4)ﾇｳｪｰﾃ'ﾝ(0､3)ﾉj1ｳｪｰ(0。

　　　　　　ｵｰｽﾄﾘｱ(0､3)ｽ]ｯﾄﾗﾝﾄﾞ(0､1)ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ(0､4)ﾎﾟﾙﾄｶ｀･ﾙ(0､1)

東欧　　　　ﾛｼｱ(0､3)ﾁ1]ｽ【jﾊﾞｷｱ(0､1)r-ﾗﾝﾄﾞ(0､l)

(0、5、0.2X)

中南米　　　　ﾌ゛ﾗｼﾞル(5､83)ぺ11-(5､80)ｱﾙt゛ﾝﾁﾝ(1､12)1【】ﾝﾋﾞア(0､7)

(13、204、11.7X)ﾎﾞﾘly｀ｱ(O､5)ﾒｷｼ](0､5)rﾊﾏ(0､4)ﾄﾞﾐﾆｶ(0､1)Iｸｱﾄﾞj1(0 1）

　　　　　　ｳﾙｸﾞｱｲ(0､1)ﾊｲ刊０､１)ｒﾗｸﾞｱｲ(０､１)ﾁﾘ(０､１)ｼﾞｬﾏｲｶ(１､１)ﾊﾟﾅﾏ(1、1)

ｵｾｱﾆｱ　　ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(2､70)ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(1､13)

〔3、83、4.7X〕

アフリカ　　　ｒ･-ﾅ(0

(1，40，2.3X)　ﾁﾕ

中近東

13）ﾅｲｼ

ｼﾞｱ（0､1）

ｴﾘｱ（

ｻﾞﾝﾋ

１

､15)ﾏﾘ(0､1)llﾒﾙｰﾝ(０､２)ｒｲｰﾙ(0､1)

ア(0､1)ﾘﾍ｀･りｱ(1､1)ｽｰﾀﾞﾝ(0､2)ケコ〔0､1〕

t-ｼｴj1(0､1)

ｲﾗﾝ(1､17)ｲｽﾗ111(1､12)ﾄﾙ](0､1)ｱﾗﾌﾞ首長国連邦(0､1)　ﾓ[lｯ](0､1)
（3，33，1，9X）　jﾏｰﾝ（１,１）

不明（7,96,5.5X）
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七　外国人相談者居住地域

　　　　　　　９目

　　東京　　　　７１　　１０

　　神奈川　　　７　　．Ｌ

　　埼玉　　　　８　　Ｌ

　　千葉　　　　６

５．相談内容

累

○

９

３

９

計

い５７

５（１１

８（７

７（５

い)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

川金銭問題・トラブル相淡

州病気の説明

(5)その池

　　　　　　削汁

６，他機関からの相談件数
　　川病院

　　(3)マスメディア

　　㈲企業

７ 他機関からの相談・

(Ｕ通訳・言葉

(3)診察補助表

(5)活動内容

閉その他

3X）

2%）

9刻

5X）

９目

１００
L
n

C

7
1
．
１
）
［
り

　　　　１１３

(機関別)

　　　　　　３

　　　　　　４

　　　　　　６

問い合わせ内容
（
乙
（
乙
１
ふ
Ｉ
ｂ

他県

不明

合計

　９月

　土９

　　２

ｔ．１３

FE冊..累訓

Ｌ８５

１ ３ ２

ｉ ７ ４

（

（

８（

!0.6%〕

　7.5%）

　100X）

　　累計

１３７７日8.8訓

　レ42（8.1%）

　1.L9（6.8S）

　　25（　1.4X）

　　85（4.9X）

1748（　100X）

（2）公的機関（大使館・自治体等）

０）ＮＧＯ

　合計

(複数回答)

(2)医療機関紹介

出医療費について
(6)取材

り
）
１
４

ｌ
ｔ
ｌ
Ｌ
［
Ｄ

　
　
　
　
　
Ｉ

センター報告

Ｉ．　中国語通訳のボランティアの方が増え、センターでは金曜日を除く月～木、土の毎

　　日中国語で対応が可能となりました。留学生新聞（中国語）に記事を載せてもらうな

　　どして中国語の相談者にこの情報を伝えるように努めています。

２

３

４

　留学生新聞の取材があり、１０月１

ル運動市民の会発行「くらしの木」士

れました。

日発行のものに載りました。他に日本リサイク

Ｏ月号ふれあいの医療のコーナーに取り上げら

　ＡＩＤＳが大きな社会問題と成りつつありますが、センターの事務局及び通訳ボラ

ンティアはIL O月に東京都が行なうＡＩＤＳボランティア講習会に参加し、ＡＩＤＳ

概論、カウンセリング実習、ボランティア活動とプライバシーなどの講義を受ける予
定です。

　９月1.9日・２０口に長野県松本市で開催された第７回日本国帑保健医療学会に小
林先生、香取事務局長が国内医療の国際化という分科会で報告をしました。
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全国ＮＧＯ連絡会

実施概要

1.日　程：１９９２年１１月２７日圖～２９日（日）

2.会　場：東山荘（日本ＹＭＣＡ同盟国際研修センター／静岡県御殿場市）

3.主　催：全国ＮＧＯ連絡会

4.後 援：静岡県、外務省、郵政省、環境庁、(財)静岡県国際交流協会、(社)海外事業活動

　　関連協議会、(財)公益法人協会、(財)自治体国際化協会、市民運動全国センター

　　、主婦連合会、(財)助成財団資料センター、(社)全国社会福祉協議会、(社)中央

　　青少年団体連絡協議会、日本消費者連盟、日本生活協同組合連合会、(社)日本青

　　年会議所、(社)日本青年奉仕ta会、日本労働組合連合会、新聞各社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔いずれも申請予定〕

5.趣　旨

２３

　東西の冷敏樹造が瓦解していく今日、貧困、飢餓、難民、環境破壊、人権侵害

といった地球的規模の諸問題がクローズ・アップされ、これらの問題に取り組ん

組んでいくことが私たち人類の共通課題として再認識されています。
　そうした課題に対して、これまで地道な活動を続けてきたＮＧＯと呼ばれる市

民組織の実績が、海外では高く評価されていることは周知の通りです。６月にブ

ラジルで聞かれた地球サミットで採択された「アジェンダ２１」の中にも、「Ｎ
ＧＯ等への住民の参加と活発な活動の促進」という一文が盛り込まれました。一

方、日本のＮＧＯに対しても、最近では、海外から多大な期待や協力要請が寄せ

られるとともに、日本のＮＧＯの今後の動向が注目されています。

　このような状況の中で、日本のＮＧＯは徐々に横のつながりを持ちつつも、そ

の多くは、資金調達、人材育成などの面で厳しい状況に直面して久しいのみなら

ず、他セクターとの対話はもちろんのこと、ＮＧＯ相互の交流も限られていたの

が実情と言えます。

　そこで、前回の第１回「全国ＮＧＯの集い」では、「ＮＧＯ間の新しいネット

ワークを求めて」がテーマとして掲げられ、最終日の声明では、全国レベルの連

絡組織の結成が発案されました。そして、このテーマは「全国ＮＧＯ連絡会」へ
と形を変えて現在に至っています。

　しかしながら、前回の「集い」で多くの参加者の方々から提起された数多くの

課題、すなわち、「南」の人々との新たなパートナーシップづくり、行政・企業
などの他分野の関係団体との対話の促進をはじめ、ＯＤＡ（政府開発援助）や政

策立案への関わり、開発教育（地球市民教育）の普及、そして、ＮＧＯの組織強

化と人材育成、といった課題は、残念ながらその具体化を見るに至ってはおりま

せん。
　同時に、外務省や郵政省のＮＧＯ支援策に見られるように、各中央官庁や各地

方自治体もＮＧＯに対する関心を高めております。また、地球環境問題や日本に

定住・就労する「南」の人々をめぐる行政や企業、そして各種市民団体等の今後

の取り組みや動向も無視できません。

　このような背景と現状を認識しながら､､今回の「集い」では、地球社会におけ

る日本のＮＧＯ活動の今後を展望しながら、ＮＧＯとしての役割を果たしていく

ために、上記の課題についてアクション・プランを作り、具体的な行動に向けた

ステップを踏みたいと思います。
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京都府立医科大学公衆衛生学教室 宮地尚子

　ボストンでの留学を終えて帰ってきてみたら、ＡＭＤＡがすっかり大き
くなっていた。久しぶりにニュースレターを読むと、カンボジアや、タイ、

ミャンマーなど、色々なところでプロジェクトが進行している。メンバー
は私の知っている人も知らない人もいるが、日本での仕事を維持しながら、

よくこれだけのことを実行しているものだと驚いた。家庭と仕事の両立な
らぬ、本業とＡＭＤＡ業（こっちが本業かな？）の秘訣を知りたいと思っ
たのが、正直な感想だった。

　私は、ボストンでは客員研究員としてハーバード大学の医学部社会医学
教室に１年、法学部の人権講座に２年いた。医療人類学を勉強するのが一
番の目的だったが、現代医療に焦点をおくかぎり、選択の問題、倫理的な

判断の問題を最後まで避けることができないということを深く感じ、医療
倫理や法律の方へ研究分野が広がっていった。ＭＰＨはとらなかったが、
それに見合う以上のコースに参加し、また自分の研究としては、海外在住

日本人のメンタルヘルス、それから、告知やインフォームドコンセントに
問する文化比較についてまとめた。国際保健については直接参加する余裕
はなかったが、医療人類学に関連して顛の中の知識だけはいっぱいになっ

た。ささやかな活動ではあるが、ボストンでボランティアを募って、日本
語による電話相談活動も開始した。私の育てた（というと大袈裟だが）カ
ウンセラー達が今も活動を続けて、時々電話で状況を報告してくれる。
　３年間で学んだことは色々ある。世界の広さや、日本の特殊さ、欧米の

傲慢さ、世界の力関係の不平等や、その格差が容易には埋まらないように
できている国際構造。湾岸戦争を当事国であるアメリカで経験したことは、
戦争というものがこんなにあっさり起こってしまうものだということ、そ

してヒューマニズムという言葉は強い国が自分を正当化するためのレトリ
ックになりうることを確認させた。

　３年間、自分自身変わったこともいっぱいある。外国にいって、ＷＨＯ
かなんかで国際保健をしたいと漠然と思っていたのが、別に日本にいても、
できることはいくらでもあるよねえと自然に自分の活動の延長として考え

られるようになった。一方、私生活では、留学中に結婚するという予定外
の事件が起こり（うちの親にとってはまさしく「事件」だったようだ）、
取敢ず１－２年ということで夫を日本に連れてきたものの、これからどこ

に腰を落ち着けるかもほとんどあてのない状況になってしまった。（ちな
みに夫は、国際人権を専門とする弁護士で、今はフルブライト奨学生とし
て、人権問題にかかわる日本のＮＧＯについて研究しているので、何か情
報がおったら教えてください。）

　私は、日本では、大学院を卒業するのがとりあえずの目的だ。来年４月
からのことはまだ決めていない。研究を続けたいが、臨床をしばらくする
のもいいかなあと最近考えている。

　ＡＭＤの活動にも出来るかぎり協力したいと思っている。すっかり大き
くなったＡＭＤがどういう形で私を必要としているかはわからないが。
（とりあえずは、関西にお越しの際は、うちに泊まっていただくことが出
来ます。）ぜひ、皆の話しを聞かせてもらいたいと思っている。

２５ AMDA/JAPAN NEWSLETTER OCTOBER １９９２
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途上国援助へ理解を
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六戸でボランティア貯金などの活動状況報告会

松山医師(ぴr)A)も支援訴え

　
　
「
国
際
協
力
の
日
」
の
六
日
、

上
北
部
六
戸
町
で
「
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
貯
金
・
Ｎ
Ｏ
Ｏ
活
動
状
況

報
告
会
」
が
開
か
れ
、
同
貯
金
の

普
及
状
況
が
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
）
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
町
立
六
戸
病
院
の
松
山
淳
医
師

（
Ｊ
）
が
同
協
議
会
の
活
動
状
況
を

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
状
況
を
報
告
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
呼
び
掛
け
た
松
山
医
師

報
告
し
た
。

　
国
際
ポ
ラ
ン
テ
″
ア
貯
金
は
普

通
郵
便
貯
金
の
利
子
の
二
〇
％
を

寄
付
し
て
も
ら
い
、
Ｎ
Ｏ
Ｏ
（
民

間
海
外
援
助
団
体
）
を
通
じ
て
開

発
途
上
国
の
福
祉
向
上
に
役
立
て

る
も
の
。
六
日
は
「
国
際
ポ
ラ
ン

テ
″
ア
貯
金
の
日
」
で
も
あ
る
。

　
六
日
午
後
五
時
か
ら
旅
館
た
な

か
で
聞
か
れ
た
報
告
会
で
は
、
吉

田
輝
明
六
戸
郵
便
局
長
、
町
の
同

貯
金
推
進
協
議
会
長
の
苦
米
油
繁

雄
町
長
が
｛
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の
輪

を
｝
段
と
広
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
次
い
で
、
貯
金
の
普
及
状
況

の
説
明
、
タ
イ
に
お
い
て
援
助
金

が
い
か
に
現
地
住
民
の
自
立
活
動

を
支
え
て
い
る
か
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
恭
加
者
は
同

貯
金
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。

　
こ
の
あ
と
、
松
山
医
師
が
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
報
告
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昭
和
五
十
四

年
に
タ
イ
の
カ
オ
イ
ダ
ン
に
あ
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
駆

け
つ
け
た
一
人
の
医
師
と
二
人
の

医
学
生
の
活
動
か
ら
始
ま
り
、
現

在
は
ア
ジ
ア
の
十
三
力
国
に
四
百

人
の
会
員
か
お
り
日
本
で
は
二
百

人
が
莽
加
し
て
い
る
。

　
松
山
医
師
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
基

本
理
念
は
相
互
支
援
、
相
互
理
解
、

相
互
発
展
。
お
金
の
支
援
で
な
く

地
元
の
医
師
と
と
も
に
マ
ン
パ
ワ

ー
、
物
資
に
よ
る
援
助
を
す
る
こ

と
だ
」
と
強
調
。
さ
ら
に
、
在
日

外
国
人
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
じ

め
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ブ
ー
タ
ン
、
フ
″
リ
ピ
ン
、
ネ
パ

ー
ル
、
イ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る

医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て

支
援
を
呼
び
掛
け
た
。



　　　　　　　　　　　　　　岩井くに先生

　北国岩手は秋が駆け足で過ぎてゆきます，紅葉が山を駈け上り，
は赤とんぼが飛び交っています．

稲刈りの終った田に

　そんな秋の日，10月３，４日に岩手県国際交流協会とボリンティアによる実行委員会が主催した「･92いわて国際交流フェスティバル」が盛岡市中央公民館で開催され，来場

者約1,500人と会場は熱気に包まれました.AMDA岩手はNGO活動紹介コーナー（パネル展
示’ビデオ）に出展し、パネルディスカヅション「岩手県の外国人医療を考える」を

1城　j6､錨1●4SJfJlhttp:／/www.s六-a●　－●k一一　－　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　Ｊ－”’　－－　　-Ｍ●ａ●り／ｒ闘/ゝSS渦囁’a ゛IS援，会員総ががり（といっても２名）で参扁しました．パネルディスカッシ

士Snlrや●，S･か･・　●　　　●.J・　－　--　－　　　’
Ji，二．：ＩＪ７'こ';　ｊ　｀こｙ゛｀_?？-･．ｌｊ　ｘ－｢四l.ﾉ ●1 u ｣こ・　／１や/y7‾4Åｽjツｙヨ
朝９時から行われ，折からの冷たい雨Sごもかかわらず参加者は在住の外国人，

/I一間－４き』http://ｗww．.・　－－－‘-'-k-

ンは４
前知事

後

日

　　　　　　　　　　　　　　　　　∵こ”¨””゛－●M M
－k●●1』,v//r國八1罰凋J－

（県国際交流協会長）を含めて80名を数え，とくに，これからの医療を担っていく若い

人たちが多く出席し，熱心に聞き入っでいました．パネリストはAMDAから小林米幸氏．

畠山幻血lt J.f由IS　趙4- j･- A JI･f･- －･j－ --’--－－　－ ご　゛≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　-㎜ﾐｰﾐ”･’冒　♂〃･Ｉ冒-●11晶M●I一●　’桑山紀彦氏が来県，県在住の坂本ロピン氏（U.S.A.出身，盛岡市）

，Ｋ．

凰.j－－　Lj　渥　－　　－　－　’
ヴェンカテス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－-㎜■皿　・　‾-=　J　W- ・ワラン氏（インド出身，釜石市）を交えて，盛んな討議が繰り広げられました

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　－‥－－.＝･-－－-･s
-s Jla●/り¶･･･り1,.●

　まず，小林氏よりAMDA国際医療情報センターと小林国際クリニヅクの活動状況，日本
の医療制度の問題，外国人が利用できる医療制度など，ついで桑山氏より山形県の外国

人花嫁の抱える問題，外国人医療情報センターの活動状況，医療通訳などについて発表

があり，ついで，Ｋ．ヴェンカテスワラン氏と坂本ロピン氏から医療をうけた経験が話

されました，ヴェンカテスワラン氏からは，外国人に対して入国時に医療や保険制度の
鍼l，,ana,UJ.JjMsAallka-●-●　-u‘･･･－－　　s”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥　－一一－一ｆ●肖･･●･-S●a S●●¶陛r冥罰腫詳しい説明がなく保険の切り替えに苦労した，夜間救急を受ける医療機関が少なくお

さんが夜に熟を出したとき困った，などが，坂本氏からは病院で体温計を渡され，□

入れたら（U.S.A.ではこれがご趙的）笑われた，医師にｒ外人の体はわかりません』

諭↓,,&,りり.－.-ゝふ盧●･－　“t’I-“－‘｀^‘一■--Iw--･ ･J

,｡，，｡｡一一･｡－-｡,，。,,r。ヽ－｡J･｡。4,-a･7
L,/こ，伐凹駅忌ｔ叉17る|き家個関が少なくお子

さんが夜に熱を出したとき困った，などが，坂本氏からは病院で体温計を渡され，□に

入れたら（U.S.A.ではこれがこ般的）笑われた，医師にｒ外人の体はわかりませんＪと
跨われてショックを受けた，渡された薬の説明が不十分で不安になり薬を捨ててしまっ

た，などが語られました。一方で，よかった点はと尋ねるとヴェンカテスワラン氏は

rtｺ4りiヽ4lnよＬノal.a,a.Ja　　　　″ I゙’゛‥～　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご゛¨･
･”‾’4’l｀ミ｀゛´｀“゛´゛ノ/ゝノ／／ぷ馮lld｀

「日本の薬はよく効きます．」，坂本氏は「いいホームドクターが見つかりました．」

ということでした．　･残念なことlご予定された２時間はあまりに短く，質疑応答の時間

が十分に取れませんでしたが，ｒ内容の濃いパネルディスカッションだった．もっと聞

きたかった．」（報道関係者），ｒ日本諮だったのが少し残念でしたが内容はよかった．

」（外国人参加者）「国際交流協会でもこういう催しが出来るんですねえ．」（他巣の
陰胞¥ea廸Ａ－“ｌ ｓ--“---“‘｀“‘‘乙’フ　　ニ阿際交流協会職員） と参加者の満足度は高かっ凶際父孤一公嘱貝Ｊと蚕那考の満足度は高かっ参ようでした．

　このディスカツションのもようは岩手日報，朝日新聞の両紙に取り上げられ，
関市のケーブルテレビ局で放映される予定です.
【お知らせ】

　AMDA事務局とA河DA国際医療情報センターのご好意で今回使用
岩手で保管できることになりました．近県の方でご利月1になり
お知らせください．

連絡先:〒029-22 陸前高田市広田町天王前5-1

　　　　　国保広田診療所

　　　　　　　　　岩井　くに

　　　　　TEL)OI92-56-2515

　　　　　FAX)0192-56-2670

発表するパネリストのみなさん

また盛

した写真・ビデオはAMDA
たい方は貸出しますので

熱心に聞き入る聴衆（左から３人目が協会長）

２７
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がｊドリ屎

　
　
ｊ

県
内
在
住
外
国
人
が
不
安
や
疑
問

患
者
に
説
明
し
な
い
医
師

少
な
い
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

日
本
の
医
療
の
在
り
方
券
見
つ

め
直
し
た
外
国
人
医
療
に
関
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

護斟牒姦

　
県
内
で
も
年
々
増
え
る
外
国
人
の
医
原
問
題
を
者
泥
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
四
日
、
饉
岡
市
中
央
公
民
館
で
問
か

れ
た
。
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）

が
足
り
な
い
」
「
家
庭
医
（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
）
が
少
な
い
」

な
ど
、
日
本
の
医
療
の
在
り
力
を
問
う
多
く
の
問
題
点
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
た
。

一
嫁
の
ス
ト
レ
ス
を
取
り
上
げ

ふ

文
化
や
心
情
を
和
解
し
よ
う

と
し
な
、
大
に
こ
そ
問
題
が
あ

ぶ

」
と

Ｅ
調
。
「
農
業
へ
の
自

一
信
を
回
復
し
、
ま
ひ
し
た
家
庭

の
機
能
を
取
り
戻
す
こ
と
が
花

嫁
が
楽
し
く
唇
ら
せ
る
遜
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
、
日

蕃
ら
し
や
心
の
在
り
方

直
し
「
共
存
の
思
想
を

え
た
。
‘

ゝ
釜
の
海
洋
バ

心
こ

ノ
ロ
ジ
ー
研
套
聊
で
働
く
ベ
ン

な
い
こ
と
へ
の
疑
問
を
挙
げ

た
。
‘

　
ア
メ
リ
カ
出
身
の
坂
本
ロ
ピ

ン
さ
ん
は
盛
岡
市
で
英
脳
を
教

え
る
。
医
師
に
『
外
国
人
の
休

は
わ
か
β
ｇ
い
』
老
言
わ
れ
た

カ
テ
・
ス
ワ
ラ
ン
さ
ん
は
イ
ン

ド
出
身
。
「
来
日
し
て
病
気
が

｛
番
不
安
だ
っ
た
｝
と
語
り
ｉ

イ
ン
ド
で
は
夜
申
で
も
診
て
く

れ
る
家
庭
医
が
日
本
に
少
な
い

こ
と
、
医
薬
分
業
が
迦
ん
で
い

シ
ョ
ツ
汽
「
三
時
間
持
ち
の

三
十
秒
診
療
」
べ
の
怒
り
な
ど

を
率
直
に
話
し
た
。
ま
た
医
師

が
患
者
に
何
も
痴
明
し
な
い
こ

と
へ
の
疑
問
を
強
調
。
「
日
本

人
諮
建
医
師
次
か
せ
に
し
て

L戻卜「『F『

癩1●きQ一癩1･QQ

▽5日　曇り朗々贈れ▽６日　曇り朗々喘
れ▽？日　鴫れ朗々曇り▽８臼　曇り一助雨
▽９日　曇り朗々哨れ▽10日　鴫tulさ々曇り

▽11日　哨れ勣々儒り

南
素
面
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ｘ
　
　
し
ょ
う
か
」
と
イ
ン

　
　
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の

㈲　
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
問
題
で

ｇ
ｌ
化

細
分
化
し
て
難
し
い
」
と
の
質

問
が
出
た
。
桑
山
医
師
は
「
不

足
し
て
い
る
の
は
医
師
と
地
域
・

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

脅
き
に
！
に

い
心

と
が
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
つ
な

が
る
」
と
述
べ
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
子
供

た
ち
の
ゲ
ー
ム
と
ク
イ
ズ
に
よ

る
交
流
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
県
国

際
交
流
協
会
な
ど
が
開
い
た
国

際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

報
告
し
た
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
た
。

で
初
め
て
企
搦
さ
れ
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
は
医
師
の
ほ
か
、
医
療

を
受
け
た
経
験
を
持
つ
県
内
在

住
の
外
国
人
ら
。
高
校
生
や
医

療
関
係
者
も
含
め
、
約
六
十
人

が
参
加
し
た
。

　
司
会
の
岩
井
く
に
医
師
（
陸

前
高
田
市
・
広
田
診
療
所
）
が

県
内
の
外
国
人
医
療
の
現
状
を

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
礪
会
）
国
際
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
の
小
林
米
宰
所
長
は
診

療
経
験
そ
扁
に
「
保
険
の
仕
組

み
、
ど
ん
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
’
｛
れ
る
か
の
情
報
提
供
が

少
な
い
」
と
指
摘
。
「
外
国
人

医
療
は
特
別
な
も
の
で
は
な

い
。
命
に
か
か
わ
る
情
報
だ
け

に
地
域
の
中
に
日
本
語
が
わ
か

’
｛
な
い
人
も
い
る
と
い
う
認
識

５
４
Ｕ
ｓ
２
　
‾
‾
‾
‾
‾
）

際
ル
　
外
国
人
医
療
テ
ー
マ
に
討
論

国
ｙ
‰
　
情
報
不
足
に
戸
惑
い

Ｗ
　
　
国
際
化
へ
問
題
浮
き
彫
り

　
犯
い
わ
て
国
際
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
二
日
目
の
四
日
、
外

国
人
に
対
す
る
医
療
を
考
え
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
会
場
の
盛
岡
市
中
央
公

民
館
に
は
、
医
師
や
外
国
人
を

含
め
約
六
十
人
が
集
ま
っ
た
。

　
初
め
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
小
林

米
幸
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
所
以
が
「
日
本
語
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（

の
わ
か
ら
な
い
人
が
身
近
に
佳

ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
桑
山
紀
彦
山

形
大
医
学
部
付
属
・
屑
院
精
神
神

経
科
医
師
は
「
ま
ず
識
字
教
育

が
必
要
」
と
日
本
語
教
育
の
ｍ

要
性
を
訴
え
た
。

　
一
方
イ
ン
ド
出
身
で
釜
石
市

に
住
む
ベ
ン
カ
テ
・
ス
ワ
ラ
ン

さ
ん
は
「
健
康
保
険
制
度
が
複

雑
で
わ
か
り
に
く
い
上
、
外
国

人
へ
の
情
報
が
不
足
し
て
い

る
」
と
指
摘
、
米
国
出
身
で
盛

岡
市
に
住
む
坂
本
ロ
ピ
ン
さ
ん

は
「
診
察
時
間
が
短
す
ぎ
る
。

も
っ
と
説
明
が
欲
し
い
」
と
話

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
小
林
所
長
は

　
百
本
の
医
療
の
抱
え
て
い
る

同
趣
が
、
外
国
人
が
増
え
た
こ

と
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
き

た
」
と
分
析
し
た
。
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妙
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歩
機
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近
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゜
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ボ
ト
シ

　
・
け
最
い
だ
　
は
っ
　
　
ト
ッ
い

た
か
が
歩
ん
　
て
戻
　
　
ボ
エ
白

っ
見
角
に
る
　
当
が
　
　
ト
ジ
が

な
く
街
げ
え
　
も
空
　
　
を
く
け

く
よ
た
し
考
・
で
い
　
　
・
上
行
だ

多
を
れ
寂
で
る
ン
青
　
る
の
で
機

が
性
慣
ヽ
こ
あ
ド
と
　
す
生
ん
行

日
女
き
て
こ
で
ン
し
　
現
芝
飛
飛

プールを感謝
　
ユ
　
シ
　
な
　
ん
゜
あ

い
い
歩
い
て
の
ロ
差
　
表
の
に
る
だ
も

寒
若
の
向
く
く
こ
日
・
と
ク
向
す
的
分

肌
ぐ
も
り
な
突
こ
い
る
Ｊ
一
方
昇
象
自

り
急
つ
か
や
小
は
強
あ
る
パ
な
上
印
ヽ

入
を
い
ば
じ
を
言
後
で
あ
ン
ん
く
が
に

に
路
ヽ
下
ト
頭
格
の
の
が
Ｉ
ろ
よ
の
街

月
家
り
も
Ｉ
の
う
そ
る
季
リ
い
気
く
の

９
に
な
つ
ハ
私
い
ヽ
れ
四
グ
ヽ
元
い
ン

　
ヽ
早
と
い
ヽ
て
と
き
さ
に
た
と
て
て
ド

れず
足
日
と
シ
っ
ー
つ
返
か
れ
る
っ
し
ン

て
数
っ
ロ
言
空
ラ
り
な
濡
げ
か
残
ロ

ま
け
と
き
ヒ
と
の
パ
繰
の
り
上
向
に
の
・

恵
つ
あ
・
Ｆ
　
ヽ
秋
が
も
日
と
見
に
い
こ
う

今年の夏は後半晴天に

に
ろ
る
が
Ｊ
と
雨
回
一
っ
を
空
ぱ
た
ろ

身
こ
あ
人
？
心
冷
何
Ｆ
し
空
上
っ
れ
だ

く
と
が
友
ろ
女
て
に
を
ヽ
秋
・
い
く
敵

そ
す
と
の
だ
ー
っ
中
候
し
た
る
ス
て
素

っ
残
こ
入
る
・
曇
の
気
出
っ
入
バ
し
に

さ
も
る
国
れ
’
き
日
な
に
渡
に

ョールを

学
え
英
来
は
か
∇
っ
館
み

留
見
い
て
の
転
は
よ
使
澄

英国
ルに

親し
戻つ
易い
が一
秋に
この
本大
青に

の
シ
の
タ
ヽ
も
り
空
の
は
日
っ

行朧雲が眼

ン
に
な

ヤ
間
ん

キ
人
ど

の
な
ら

ルー

ン
や
間
ン
う
で
わ
秋
国
人
を
真
飛
ブ

高橋央の

　ロンド

き
た
大
け
リ
描

一
年
メ
ろ
つ
変
な
英
の
け
ヽ
す
を
回
て

ラ
ー
チ
だ
い
ぐ
か
が
ら
届
ら
出
線
一
め

フ
の
ン
ら
だ
Ｆ
や
気
ち
航
が
き
な
を
込

マ
私
セ
か
ま
　
爽
天
こ
渡
な
描
プ
私
を

と
　
゜
の
く
ツ
も

こ
だ
一
ゆ
ホ
う

知識
世の

た
ん
ホ
り
を
い
て
く

っ
い
一
わ
心
う
し
広

さ
し
ソ
変
の
そ
強
｀

下
優
ヽ
ヽ
君
ヽ
勉
て

話
に
も
の
と
ね
に
っ

お
当
み
も
っ
と
い
作

に
本
並

参事官が帰国前
年寄に

の街
い
き
る
大
ん

し
　
゜
な
　
゜
さ

新
ん
に
い
く

リ
て
ら
寄
さ
た

　
・
通
し
ご
年
な
を

い
ト
そ
て
・
り
達

にい

エン

Ｔ
実
ジ

る
は
Ｉ

　
・
き
よ
張
友

い
て
だ
頑
る

さ
っ
筈
も
せ

な
戻
る
て
話

あ
街
リ
り
に
い
く
も

で
の
・
や
こ
て
辛
で

官
ン
る
を
こ
っ
は
何

　
゜
の
　
｀
に

　
た
入
り
と

　
っ
本
あ
こ

　
な
日
で
す

　
に
に
環
流

　
・
論
リ
ー
を

う
結
作
の
汗

思
う
国
ト
に

と
い
の
ク
緒

た
と
ア
エ
ー

し
る
ジ
ジ
で

成
あ
ボ
ロ
地

達
に
ン
プ
現

してに賛同

ス
ン
し
Ｍ
み

が彼

う。

ち

ろ

た

だ

（完）

私
る
　
。

　
゛
こ
　
る

も
起
　
い

リ
々
　
て

よ
多
？
め

と
も
か
っ

こ
験
う
見

る
経
ろ
を

き
い
だ
雲

で
辛
る
機

献
と
れ
行

賞
こ
な
飛

に
な
に
る

ち
嫌
分
が

た
　
・
自
広

　
イ
カ
在
Ａ
試
　
人
い
な
に

ー
バ
か
滞
は
の
　
の
な
き
空

交
ド
い
と
た
残
今
ヽ
・
ド
遥
に
れ
こ
・
ア
い
大
青

外
ン
て
こ
ま
が
ら
め
よ
ア
は
ン
こ
が
る
ジ
違
り
の

の
ロ
っ
き
ヽ
の
か
広
だ
の
と
ぺ
　
・
ち
い
ボ
に
回
ン

練
ヽ
残
べ
ら
も
だ
を
ん
官
こ
ン
る
た
て
ン
る
Ｉ
ド

老
君
に
す
た
る
・
聞
す
事
き
ノ
あ
入
っ
力
あ
に
ン

た
橋
か
番
っ
せ
だ
陪
探
参
ベ
プ
で
友
思
て
ず
ら
ロ

っ
高
こ
Ｉ
な
さ
ん
て
を
Ｔ
る
の
存
の
に
し
ら
さ
ヽ

な
Ｆ
ど
は
に
と
る
し
の
ど
や
都
所
生
り
と
か
ヽ
ら

大変お世話に

・
が
今
歳
ツ
な
行
も
れ
今
首
る
級
誇
家
な
ら
が

い出す
じもの
だから

懐
同
く
も

で
よ
で
　
゜

ら
ろ
ん
も

い

ハ
く
旅
る
け
が
聞
け
同
も
門
少
た
な

ついていけな
る、あるいは
か心が動かな

ち
い
た
私
年
傾
の
て
専
が
え
え

こ
て
っ
ヽ
―
を
学
と
の
と
越
考

ち
め
だ
果
ら
力
大
は
学
こ
り
を

あ
求
年
結
か
微
ン
私
医
る
乗
と

　
ヽ
め
Ｉ
の
日
て
ド
を
帯
わ
た
こ

し
分
た
そ
Ｏ
し
ン
の
熱
教
ま
な

ち
ご
住
気
に
せ
し
や
自
っ
て
２
と
ロ
た
く
ら
を
ん

こ
近
つ
囲
の
さ
に
増
に
た
し
月
師
の
っ
ら
か
れ
そ

　
を
い
雰
も
と
の
を
中
　
そ
９
医
私
な
恐
ら
そ

゛f
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宮地尚子先生（京都府立医科大学公衆衛生学教室）がハーバード留掌中にさ
れた「ボストン在住日本人のメンタルヘルス」の活動内容は私達が取り組ん
でいる在日外国人医療問題プロジェクトにも大変参考になります。報告書に

興味のある方はご本人か事務局までご連絡ください。

宮地先生夫妻

　　　　固rlfTざWHrhaj19alIQa圓x9(gl

ボストン在住日本人のメンタルヘルス

　　　IEぼ13n�ldM1･a bj 靫p皿3aG

　　　　　　　　b翫mDa

ｙ

協力こボストン日本人会

N●9ko Miyljl,MD.

　声Ｊ

．１

ｙ

　４ｙ

４φ り

【事務局便り】

　協栄生命とＡＭＤＡでこのほど事業契約が締結されて協栄生命の日社債の掛け

金の１％（初年度に限り２％）がＡＭＤＡの活動費として運用されることとなり

ました。足腰の強いＮＧＯの財源づくりとしては願ってもない事業です。　詳しく

は同封の資料を参考・もしくは事務局まで問い合わせください。

【編集後記】

　今年の５月からＡＭＤＡで取り組んでいるブータン難民プロジェクトに外務省

からＯＤＡの一部（ＮＧＯ活動助成金）が支出されることとなりました。　現地で

は、資金不足で困っていただけに本当に朗報です。それとともに責任の重大さを

痛感しています。（Ｙ）

　１０月６日は日本が「コロンボプラン」に加盟し国際協力の第一歩を踏み出し

た日で、これをちなんで「国際協力の日」とされています。また、昨年からは国

際ボランティア貯金の日にもなりました。そのせいか各地で国際協力に関する催

し物も盛んでＡＭＤＡ本部にも講演、パネルの展示、バザー等各種イベントの依

頼が目白押しです。まことに有り難いことですが、先方の希望の日に人が派遣で

きなかったりスライドやパネルを用意したり発送したり結構忙しいもので、せめ

て時期が集中しなければ。。。と思ったりもします。（T）
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　平成４年度運営協力者
　　　順絹敬称略）

　以ドの方々にご協力限いています。有難うございます。

fl古卜人、［ず目冰こ

　　　　岩淵　平絹／満江（神奈川県）、永井輝男、長島　隆久（東京）

　　　　臨場　哲郎（長野）、中山　れん太、カトリック東京教区インターナショ

　　　　ナルデー委員会、松原　雄一

医療機関

　　　冴梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニヽソク、山田皮膚科

医院、富士見病院（東京）、小林国際クリニック（神奈川県）、井上病院（干葉）

福川内科クリニック（.大阪府）、ジャパングリーンクリニック（シンガポール／

英国）、沖縄セントラル病院（沖縄県）

以上年間１２万円

心字七

三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、フアイザー製薬㈱、富士コカコーラボト

リング㈱、サンド薬品㈱、フアルマーマーケティングサーベイ研究所、三井物産、

　（有）都商会、グラクソ三共㈱、大鵬薬品工業㈱、㈱医泉、薬樹㈱、ジョンソン

エンドジョンソンメディカル㈱

　　　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

大森薬品㈱、カネボウ㈱

興和新薬㈱、日本新薬㈱

アイシーアイフアーマ㈱、

国際婦人福祉協会

３１

　　　　　　　　　　　　年間５万円

　　　　　　　　　　　　年間３万円

キッセイ薬品工業（株）

　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈

例会

　　　　　　･g■■　　■　　　-■　　　　　■■■　　　　　　　　■j（日時）平成４年１２月１２日（土）午後４時－６時

（場所）東京都千代田区永田町２－１０－２ＴＢＲビル８ １１号室

（電話）０３一一３５８１－１１３６

（内容）１）ＡＭＤＡ国際医療情報センター現状報告

　　　　　２）アジア多国籍医師団構想進行状況報告

　　　　　　　１）ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　　　２）カンボジア難民本国帰還緊急対応プロジェクト

　　　　　　　３）ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　３）東北タイ農村開発支援プロジェクト

執行部会：早稲田奉仕苑にて例会後執行部会を行ないます。

　　　　　　（宿舎）早稲田奉仕苑に宿舎を用意しています。
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